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人
々
が
自
発
的
に
集
い
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
交
流
で
き
る
場
（
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
）

を
作
る
こ
と
で
、
読
書
を
通
し
た
地
域

文
化
の
発
展
を
目
指
し
、
読
書
の
推
進

と
交
流
の
活
性
化
に
よ
っ
て
地
域
社
会

と
大
学
と
の
連
携
を
よ
り
緊
密
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

徳
島
地
域
連
携
協
議
会
を
開
催

徳
島
県
、
徳
島
県
下
全
市
町
村
等
の

行
政
機
関
と
、
大
学
と
の
連
携
事
業
等

に
つ
い
て
、
協
議
・
報
告
を
行
う
「
令

和
元
年
度
徳
島
地
域
連
携
協
議
会
」
及

び
学
内
の
地
域
貢
献
の
連
携
組
織
で
あ

る
「
徳
島
大
学
地
域
連
携
推
進
機
構
会

議
」
を
、
1
月
10
日
に
徳
島
市
内
の
ホ

テ
ル
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

徳
島
医
療
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
推
進

協
定
書
の
締
結

1
月
20
日
、
徳
島
県
庁
に
お
い
て
、

本
学
、
徳
島
県
、
三
好
市
、
那
賀
町
、

美
波
町
、
海
陽
町
、
つ
る
ぎ
町
、
日
本

赤
十
字
社
徳
島
県
支
部
及
び
徳
島
県
厚

1
0
0
0
万
円
以
上
）
を
寄
附
し
た
方

を
対
象
と
し
、
表
彰
さ
れ
る
べ
き
事
績

の
生
じ
た
都
度
、
各
府
省
等
の
推
薦
に

基
づ
き
審
査
を
行
い
、
授
与
さ
れ
る
も

の
で
す
。

令
和
元
年
度
中
国・四
国
地
区

国
立
大
学
病
院
事
務
部
業
務

「
施
設
基
準
」勉
強
会
を
開
催

間
の
農
山
漁
村
地
域
に
お
け
る
「
と
く

し
ま
農
山
漁
村
（
ふ
る
さ
と
）
応
援
し

隊
協
働
事
業
活
動
」
を
評
価
さ
れ
、
飯

泉
徳
島
県
知
事
か
ら
感
謝
状
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

徳
島
大
学
卒
業
留
学
生
同
窓
会

（
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
）
を
設
立

2
月
7
日
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
パ

ン 

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク 

シ
ョ
ナ
ル
ガ
オ
ン

ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
徳
島
大
学
卒
業
留

学
生
同
窓
会
（
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
）
設
立

総
会
・
懇
談
会
及
び
祝
賀
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
徳
島
大
学
卒
業
留
学
生
同
窓

会
は
、
中
国
、
韓
国
、
モ
ン
ゴ
ル
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ベ
ト
ナ

12
月
26
日
、
国
立
大
学
法
人
徳
島
大

学
は
、
医
療
法
人
社
団
友
伸
会
と
、
両

者
の
持
つ
資
源
を
活
用
し
、
共
同
研
究

や
人
材
交
流
を
通
し
て
、
歯
科
分
野
を

始
め
と
す
る
医
療
の
発
展
に
資
す
る
新

産
業
の
創
出
と
将
来
を
担
う
人
材
の
育

成
等
を
図
る
た
め
、
包
括
連
携
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

徳
島
大
学
読
書
大
会
・

読
書
懇
談
会
を
開
催

徳
島
大
学
総
合
科
学
部
は
附
属
図
書

館
の
共
催
に
よ
っ
て
、12
月
20
日
に「
徳

島
に
お
け
る
読
書
交
流
の
た
め
の
サ
ー

ド
プ
レ
イ
ス
作
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

関
す
る
読
書
大
会
及
び
懇
談
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

学
生
や
社
会
人
な
ど
異
な
る
世
代
の

手
浩
一
教
授
よ
り
公
益
財
団
法
人
康
楽

会
に
対
し
て
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

日
本
文
化・企
業
見
学
旅
行
を
実
施

国
際
セ
ン
タ
ー
は
、
2
月
12
日
か
ら

13
日
に
か
け
て
、
日
本
文
化
・
企
業
見

学
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
見
学
旅

行
は
、
留
学
生
が
日
本
の
文
化
や
歴
史
、

技
術
へ
の
見
聞
を
広
め
、
留
学
生
同
士

の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

徳
島
県「
次
世
代
〝
光
〞
創
出・応
用
に

よ
る
産
業
振
興・若
者
雇
用
創
出
計
画
」

（
2
0
1
8
年
度
内
閣
府「
地
方
大
学・
地
域

産
業
創
生
交
付
金
事
業
」）公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
設

徳
島
県
「
次
世
代
〝
光
〞
創
出
・
応

用
に
よ
る
産
業
振
興
・
若
者
雇
用
創
出

計
画
」（
2
0
1
8
年
度
内
閣
府
「
地
方

大
学
・
地
域
産
業
創
生
交
付
金
事
業
」）
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。

ま
た
事
業
関
係
者
を
は
じ
め
、
県
民

の
皆
さ
ま
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

こ
の
事
業
が
成
功
す
る
こ
と
を
祈
念
し

て
、
ロ
ゴ
と
愛
称
を
定
め
ま
し
た
。

紺
綬
褒
章
伝
達
式

本
学
に
多
額
の
ご
寄
附
を
さ
れ
た
株

式
会
社
大
塚
製
薬
工
場
様
に
、
9
月
28

日
に
日
本
国
政
府
か
ら
紺
綬
褒
章
が
授

与
さ
れ
、
令
和
元
年
12
月
26
日
、
小
笠

原 

信
一
代
表
取
締
役
社
長 

へ
本
学
の

野
地
澄
晴
学
長
か
ら
褒
状
が
伝
達
さ
れ

る
と
と
も
に
、
感
謝
の
意
が
表
さ
れ
ま

し
た
。

※
紺
綬
褒
章
は
、
国
の
褒
章
制
度
の

１
つ
で
、
公
益
の
た
め
に
私
財
（
個
人

の
方
は
5
0
0
万
円
以
上
、
法
人
・
団
体
は

生
農
業
協
同
組
合
連
合
会
と
の
間
で
、

全
国
的
に
も
先
進
的
な
取
組
と
し
て
、

徳
島
県
民
が
等
し
く
質
の
高
い
医
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
徳
島
の
実
現
に
向
け
、
包
括
的
な

連
携
体
制
「
徳
島
医
療
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
」
を
推
進
す
る
こ
と
に
つ
い
て
協
定

書
を
締
結
し
ま
し
た
。

「
と
く
し
ま
農
山
漁
村
（
ふ
る
さ
と
）

応
援
し
隊
事
業
」
活
動
に
係
る

感
謝
状
の
受
領

1
月
28
日
、
徳
島
県
庁
に
お
い
て
、

第
10
回
「
と
く
し
ま
農
山
漁
村
（
ふ
る

さ
と
）
協
働
パ
ー
ト
ナ
ー
協
定
」
締
結

式
及
び
感
謝
状
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
本

学
学
生
に
よ
る
平
成
27
年
度
か
ら
5
年

「
令
和
元
年
度
中
国
・
四
国
地
区
国

立
大
学
病
院
事
務
部
業
務
「
施
設
基

準
」
勉
強
会
」
を
11
月
28
日
、
29
日
の

2
日
間
の
日
程
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
各
大
学
病
院
の
施
設
基

準
の
届
出
状
況
、
課
題
事
項
の
対
応
状

況
、
特
定
共
同
指
導
や
適
時
調
査
の
受

検
状
況
と
対
策
等
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
と
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

医
療
法
人
社
団
友
伸
会
と
包
括
連
携

協
定
を
締
結

ム
に
続
い
て
7
つ
め
の
設
立
と
な
り
ま

す
。

平
成
31
年
度
康
楽
賞
贈
与
式
を
開
催

平
成
31
年
度
の
康
楽
賞
受
賞
者
（
教

員
12
名
、
学
生
48
名
（
う
ち
学
術
研
究
関
係

24
名
、
奨
学
生
24
名
））
が
決
定
し
、
2
月

10
日
、
長
井
記
念
ホ
ー
ル
に
お
い
て
贈

与
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

贈
与
式
で
は
、
受
賞
者
一
人
一
人
に

公
益
財
団
法
人
康
楽
会
三
木
理
事
長
か

ら
賞
状
、
賞
金
及
び
奨
学
金
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
受
賞
者
を
代
表
し

て
大
学
院
社
会
産
業
理
工
学
研
究
部
右
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Q  

子
供
が
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
。阿
波
お
ど
り
に
参
加
さ
れ
た

「
徳
島
大
学
連
」の
写
真
も
み
た
い

で
す
。

A  

ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
し
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
次
号

(
1
8
0
号)

で
は
、
「
徳
島
大
学

の
阿
波
お
ど
り
」
に
つ
い
て
の
特

集
記
事
を
掲
載
す
る
こ
と
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
本
学
学
生
が
主
体

と
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
阿
波
お

ど
り
学
生
連
に
関
し
て
取
材
を
行

い
、
で
き
る
限
り
多
く
の
記
事
と

写
真
を
掲
載
す
る
こ
と
を
計
画
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
「
読

者
の
皆
さ
ま
」
よ
り
お
寄
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
ご
意
見
、
ご
感
想
や

ご
希
望
を
特
集
な
ど
の
企
画
・
編

集
に
反
映
し
、
徳
島
大
学
の
活
動

情
報
を
発
信
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

徳
島
大
学
の
ガ
レ
リ
ア
新
蔵
展
示
室

は
、
展
示
を
通
し
て
地
域
に
開
か
れ
た

大
学
の
活
動
を
実
感
し
て
い
た
だ
く
よ

う
努
め
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
は
、
大

学
の
70
周
年
を
記
念
し
た
展
示
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
展
示
を
通
し
て
、
本
学

の
成
り
立
ち
と
発
展
を
再
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
11
月
に
開

催
さ
れ
た
「
徳
島
大
学
総
合
美
術
展
」

で
は
、
本
学
の
卒
業
生
の
方
々
の
作
品

も
展
示
さ
れ
、
学
部
を
超
え
て
芸
術
の

分
野
で
幅
広
く
活
躍
さ
れ
て
い
る
卒
業

生
の
様
子
も
実
感
で
き
ま
し
た
。

　

2
0
2
0
年
度
は
、
地
域
に
開
か

れ
た
大
学
と
し
て
、
地
域
と
の
つ
な
が

り
、
地
域
貢
献
に
大
き
く
寄
与
し
て
い

る
分
野
に
注
目
し
た
展
示
を
行
い
ま
す
。

8
月
か
ら
9
月
に
か
け
て
は
、
本
学
の

環
境
防
災
セ
ン
タ
ー
の
活
動
成
果
の
展

示
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
10
月
頃
か

ら
は
、
徳
島
県
で
も
著
名
な
画
家
、
原

菊
太
郎
氏
の
作
品
の
展
示
も
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
以
前
展
示
が
行
わ

れ
好
評
で
あ
っ
た
「
阿
波
の
相
撲
史

展
」
の
続
編
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
ガ
レ
リ
ア
新
蔵
展
示
室

で
は
、
本
学
の
研
究
活
動
の
成
果
を
展

示
す
る
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
地
域
の

宝
と
言
え
る
作
品
を
展
示
・
公
開
す
る

場
と
し
て
も
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

4
月
か
ら
は
新
た
な
年
度
と
な
り
、

新
入
生
を
迎
え
て
大
学
も
み
ず
み
ず
し

い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
す
。

　

ガ
レ
リ
ア
新
蔵
展
示
室
に
お
い
て
も
、

地
域
に
貢
献
し
、
地
域
に
開
か
れ
た
大

学
を
象
徴
す
る
展
示
室
と
し
て
、
地
域

と
大
学
を
結
ぶ
情
報
発
信
の
場
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

︻
研
究
成
果
報
告
︼

動
脈
硬
化
性
疾
患
の
発
症
予
防

戦
略
確
立
に
向
け
た
ド
ラ
ッ
グ

リ
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
研
究

Ａ
Ｗ
Ａ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

准
教
授　

石
澤 

有
紀

難
治
性
の
す
い
臓
が
ん
に

対
す
る
効
率
的
な
薬
物
送
達

シ
ス
テ
ム
の
開
発

大
学
院
医
歯
薬
学
研
究
部 

薬
学
域

准
教
授　

異
島　

優

老
化
制
御
と
健
康
寿
命
延
長

―
リ
ン・ビ
タ
ミ
ン
D
代
謝
を

制
御
す
る
多
臓
器
連
関
の
解
明
―

大
学
院
医
歯
薬
学
研
究
部 

医
学
域

助
教
　
金
子  

一郎

免
疫
補
助
受
容
体
に
よ
る

T
細
胞
活
性
化
制
御
機
構
の

解
明

先
端
酵
素
学
研
究
所
免
疫
制
御
学
分
野

助
教　

杉
浦 

大
祐

ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
を
用
い
た

遺
伝
子
改
変
ブ
タ
の
作
製

大
学
院
社
会
産
業
理
工
学
研
究
部

生
物
資
源
産
業
学
域

特
任
助
教　

谷
原 

史
倫

免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
分
子

L
A
G-

3
に
よ
る
免
疫
抑
制

機
構
の
解
明

先
端
酵
素
学
研
究
所
免
疫
制
御
学
分
野

特
任
助
教　

丸
橋 
拓
海

糖
輸
送
の
制
御
を
介
し
た

植
物
の
新
規
防
御
機
構
の
解
明

大
学
院
社
会
産
業
理
工
学
研
究
部

生
物
資
源
産
業
学
域

助
教　

山
田 

晃
嗣

　

多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
厚
情
を
い
た

だ
き
、
2
0
1
9
年
12
月
末
現
在
で 

2
1
2
4
名
の
方
か
ら
ご
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
感

謝
の
意
を
込
め
、
こ
こ
に
ご
芳
名
を
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　

今
号
で
は
、
2
0
1
9
年
10
月
〜
12

月
末
ま
で
に
ご
入
金
を
確
認
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
方
で
、
公
開
を
了
承
い
た
だ
き
ま

し
た
方
を
五
十
音
順
に
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。
12
月
末
時
点
で
本
学
教
職
員
で

あ
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
掲
載
を
省

略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

荒
木
　
秀
夫 

様

伊
藤
　
秀
一 

様

岩
崎
　
栄
次 

様

金
谷
　
睦
世 

様

川
原
　
裕
介 

様

佐
野
　
浩
一 

様

下
山
　
貴
司 

様

竹
田
　
晴
一 

様

冨
澤
　
栄
子 

様

中
筋
　
勝
義 

様

長
田
　
卓
央 

様

南
海
　
昌
博 

様

藤
森
　
　
勲 

様

宮
本
　
和
範 

様
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創立70周年記念事業基
金の寄附受付は、2019
年12月31日をもって終
了いたしました。
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